
一般社団法人 全国農業改良普及支援協会

（一財）日本ＧＰ協会認定

（JGAP２０２２対応）【農産】

近年、食をめぐる状況は、生産過程の透明化や、より安心で信頼できる食品へのニーズが高まってお

り、「見える化する価値」が重視されるようになってきています。

日本には、食の安全や環境保全に取り組む農場に与えられる、「JGAP」「ASIAGAP」があります。

今研修は、JGAP の基礎から現場での指導に役立つ知識を学ぶことができ、GAP 初心者向けの研

修です。また、「JGAP」に沿った研修のため、JGAP青果物または穀物に取り組む方、認証取得を目指

す方に最適な内容となっています。指導経験豊富な講師が事例を交えながら分かりやすく解説します。

≪本研修会の目的≫

・GAPの考え方や仕組み、内容を理解する。

・ケーススタディーを交えながら JGAPの管理点、適合基準を理解する。

・JGAPの指導方法を学ぶ。

・JGAP指導員の資格を取得する。

日時 １日目５月１日（水）1000～１３０（受付開始 ３０～）

２日目５月１日（木） ００～１３０

場所 郡山市総合地方卸売市場 管理棟２Ｆ 第１会議室

（〒963-0201 福島県郡山市大槻町字向原 114）

講師 菊地 利正 氏

定員 ３０名 ※定員になり次第締切

受講料 受講料４５，０００円 （税込 49,500円）

（テキスト代、受講登録料及び指導員登録料 22,000円を含む）

※お支払いは、お申込み後に郵送する請求書にしたがいお振込みください。

持ち物 「JGAP指導員基礎研修」受講票、筆記用具、メモ、名刺（任意）等

キャンセル キャンセルされる場合には、必ず下記問合せ先まで電話・メールにてご連絡ください。入金の

有無にかかわらず、自動的にキャンセルにはなりません。

キャンセル料は研修開始日の前日より起算して

・４営業日前までのキャンセル 無料

・研修前日～３営業日前でのキャンセル １０，０００円

・研修当日、研修開始後の解除、無連絡不参加 参加費の１００％

カリキュラム  JGAPの概要
・GAPの基礎と必要性

・JGAPの認証とは

・持続可能な農業に向けて

管理点と適合基準の解説（青果物・穀物）
・共通項目

・農産専用項目

認証について
 JGAP指導員について
質疑応答

開催中止 お申し込みが所定の人数に満たない場合、開催を中止させて頂きます。

中止の場合は、研修の５営業日前までにご連絡いたします。

お願い コロナウィルス感染予防のため、ご協力をお願いいたします。

・発熱、風邪のような症状がある場合、受講を自粛いただきますようお願いいたします。

・こまめな手洗い、うがいにご協力をお願いいたします。

JGAP指導員基礎研修のご案内
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・会場には消毒用アルコールを設置いたしますので、消毒をお願いいたします。

・咳やくしゃみをされる際は、「咳エチケット」にご協力をお願いいたします。

その他 ・昼食や宿泊施設、夕食等のご用意はございません。各自でお願いいたします。

・出席時間が全体の９０％を下回る場合、試験の結果にかかわらず不合格となりますので、遅

刻、早退はできるだけしないようにしてください。

・録音や録画はご遠慮ください。

・試験は講義中には実施いたしません。研修の最後に、持ち帰り形式の試験を配布します。回

答は後日、郵送にてお送りください。詳細は当日配布する際にご説明をいたします。

・試験が不合格の場合、再試験（1ヶ月以内）が受けられます。

問合せ先 〒110-0005 東京都台東区上野 3-1-2 秋葉原新高第一生命ビルF

一般社団法人 全国農業改良普及支援協会 研修部

TEL03-5817-4993 FAX03-5817-8154

E-mailgap-kensyu jadea.jp

アクセス 【郡山市総合地方卸売市場 管理棟】

車の場合

1.東北自動車道郡山南 ICから東へ約5分

2.大町-大槻線（静御前通り）御前南交差点を三穂田町方面へ南下し約 5分

3.郡山-長沼線（南インター線）川田交差点を大槻町方面へ北上し約 1分

バスの場合

1.郡山駅西口バス停・免許センター行き乗車-太田東降車-南へ徒歩約 10分

タクシーの場合

1.郡山駅西口から約 30分

2.安積永盛駅から約 15分

●会場地図●


